
グレート・ローテーション（大転換期）のきざし

No.77

ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント株式会社

情報提供資料

201３年２月

２０１３年は「グレート・ローテーション（大転換）」の年になるだろうとの見
方が、エコノミストや市場関係者の間で広がっています。「グレート・ローテー
ション」とは、世界のマネーが債券から株式へと歴史的な資金移動が起こる、とい
う期待が込められた言葉です ２０１２年に市場が危惧した三大不安（欧州債務問う期待が込められた言葉です。２０１２年に市場が危惧した三大不安（欧州債務問
題の再燃、米国の「財政の崖」、中国の景気低迷懸念）が軽減されてきたことで、
リスクオフからリスクオンへと流れが変わる大きな転換点を迎えたことが要因と考
えられます。実際、２０１３年に入り米国における公募株式投信の国内株（米国
株）への資金フローが流入に転じるなどの変化が起こっています。

米国の家計の資産構成は日本などと比べ、株式・出資金の割合が３２.９％、投資
信託の割合は１２.３％とリスク性の高い資産の割合が大きいという特徴があります。
このような資産は、株価の上昇に伴い資産価格が上昇するため、結果として家計の
負担感が和らぐことに繋がります。

米国だけでなく 日本もこの数カ月の株価上昇により投資額が増加傾向にありま米国だけでなく、日本もこの数カ月の株価上昇により投資額が増加傾向にありま
す。市場関係者だけでなく、個人投資家にとっても株式投資への注目が高まってき
ています。

（単位：億米ドル）

米国と日本の家計構成比 米国公募投信
米国株への純流入額

（出所）日本銀行 2012年9月末値 （出所） Investment Company InstituteのデータよりGSAM算出
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